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１．「中津川市リニアを活用したまちづくり推進市民会議」の開催

【会議の開催日程、内容】

第１回 平成３０年１２月２７日（木）
「中津川市リニアを活用したまちづくり構想（案）」の概略説明

第２回 平成３１年 １月２５日（金）
「リニア駅周辺のまちづくり」、「市域全体をつなぐ観光振興」に関する意見聴取

第３回 平成３１年 ３月２６日（火）
「中心市街地の活性化」、「リニア駅周辺のまちづくり」に関する意見聴取

第４回 令和 元年 ５月２９日（水）
「中津川市リニアを活用したまちづくり構想(案)」及び「提言書(案)」に関する意見聴取

中津川市リニアを活用したまちづくり構想 （令和元年７月策定）

「中津川市総合計画中期事業実施計画」
（Ｈ30年10月策定）

計画期間：Ｒ1(2019)～Ｒ4(2022)年

リニア開業を見据え、
今、特に重点をおいて取り組むべき課題を抽出
〇リニア駅周辺のまちづくり
〇中心市街地の活性化
〇市域全体をつなぐ観光振興

具体的戦略、事業を本格的に進めるため
「まちづくり構想」をまとめる 1



２．「中津川市リニアを活用したまちづくり構想」における位置づけ

点から線、圏域への広がり
地域文化・観光資源の拠点づくり
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【会議における主な意見】

・幅広い年代が利用する複合施設に。

・市民交流の場の整備。

・子どもたちの居場所となり、誰でも立ち寄れる子育て世代にやさしい

場所に。

・高齢者が集い、活動できる場所。

・老若男女、様々な年代の人が使える、ワークショップや会議などいろ

いろなことができる拠点をイメージ。

・交流拠点としての図書館。

・会話も飲食もできる新しい形の図書館。

・子どもたちが伝統文化を体験できる施設。

３．市民意見等の把握
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・機能の複合化を図ることで多様なサービスを提供し、子どもから高齢者、
障がい者など多くの市民が日常的に利用できるような、にぎわい創出の
核となり、交流や活動、学びの拠点施設の整備を図ること。

・拠点施設には、観光客などの市外からの来訪者が市内を回遊する仕組
みづくりに向けて、市内各地の観光・イベント、歴史・文化などに触
れることができる機能を備え、情報発信を図ること。

・拠点施設の整備にあたっては、老朽化し手狭となった現在の中央図書館
の拡張移転を踏まえ検討するとともに、集客力と特色のある学びの拠点
にふさわしい規模や図書機能についてよく検討すること。

・拠点施設を含め中心市街地の整備にあたっては、市民と一体となって、
飲食、宿泊施設の充実など快適性や回遊性を高めるとともに、中津川ら
しさが感じられるまちづくりに向けて検討を進めること。
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